
恵那市の滞在人口率について

（１）2020年の東濃５市の滞在人口率について
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（２）2020年９月（休日）の恵那市への来訪者の内訳

① 県外から6,871人が本市に来訪 割合：15.55％
② 県内他市から5,669人が来訪 割合：13.47％
③ 市民7,287人（18.85％）が他地域へ移動 割合：70.98％（市民の割合）

（３）滞在人口率の分析とその活用について

強みを活かした施策の方向性

○総数（15歳以上80歳未満） ○滞在人口率＝滞在人口÷国勢調査人口
○国勢調査人口：38,649人（15歳以上80歳未満）

恵那市の2020年滞在人口の月別推移

恵那市の滞在人口率の分析
 １年を通じて高い滞在人口率をキープし人口以上の人が滞在している
 9月の休日は平均で 県外から6,871人／日

県内他市から5,669人/日 が来訪している

○考えられる要因

① 恵那峡や岩村城下町、大正村をはじめとした豊富な観光地

② 恵那峡ＳＡ（上下線休日平均1.9万人が利用。中央道ＳＡの中で3番目の
立ち寄り数）

③ 商業施設の集積により近隣市からの買い物客の増加

① 来訪者の滞在時間を伸ばすため、市内周遊の促進や自然を活用した新

たな観光コンテンツの開発、また宿泊の促進を図ることでお金を落とし

てもらうための仕組みづくりの推進。

② 多くの人が立ち寄る恵那峡ＳＡの存在を本市の強みとして活かすため、

恵那（恵那峡ＳＡ）が単なる通過地点ではなく、目的地又は立ち寄り場所

となるため、スマートＩＣの設置等のハード整備や、まちなかや観光地へ

の誘導するための仕組みづくりの推進。

③ 商業施設の集積により近隣市からの買い物客が増加したことによる商

圏の拡大を活かし、中心市街地や地元店舗に誘導するための差別化支

援や新たな人の流れを生む賑わいの拠点の整備。
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